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問　

広
川
南
イ
ン
タ
ー
の
追
加
負
担
金
と
は
。

助
役
助
役　
　

年
度
繰
越
し
事
業
分
の
分
担
金
で
あ
る
。広
川
町
よ

１５

り
連
絡
漏
れ
が
あ
り
今
回
補
正
し
た
。

問　

そ
の
よ
う
な
会
計
処
理
に
つ
い
て
納
得
し
が
た
い
が
。

町
長
町
長　

二
度
と
こ
の
よ
う
な
事
が
な
い
よ
う
広
川
町
へ
十
分

伝
え
る
。

問　

第
３
期
介
護
保
険
の
計
画
策
定
調
査
委
託
料
、

第
３
期
目
に
な
る
が
、 
職
員
で
計
画
策
定
で
き
な
い

の
か
。

住
民
課
長

住
民
課
長　

現
在
の
担
当
職
員
の
中
で
は
難
し
い
。

年

度

補

正

予

算
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問　

変
更
委
託
内
容
は
。

上
下
水
道
課
長

上
下
水
道
課
長　

処
理

場
も
含
め
、
処
理
区
全

体
の
計
画
変
更
に
係
る

委
託
で
あ
る
。

　

歳
支
給
開
始
を　

歳
支

８０

９０

給
開
始
に
改
め
る
も
の
。

反
対
討
論

反
対
討
論　

来
年　

歳
に

８０

な
っ
た
ら
も
ら
え
る
と
、
唯

一
の
楽
し
み
で
待
っ
て
い
た

お
年
寄
り
の
夢
を
、
い
と
も

簡
単
に　

歳
に
引
き
上
げ
る

９０

よ
う
な
条
例
改
正
に
反
対
す

る
。

賛
成
討
論

賛
成
討
論　

一
定
の
年
齢
が

く
れ
ば
一
律
に
支
給
さ
れ
る

も
の
で
、
他
の
福
祉
条
例
の

廃
止
な
ど
と
性
格
が
違
う
と

考
え
る
。

　

今
回
の
改
定
は
、
致
し
方

の
な
い
こ
と
で
あ
る
と
考
え
、

賛
成
す
る
。

任
期
満
了
（　

月　

日
）
と
な
る
の
で

12

22

再
任
す
る
こ
と
に
同
意
し
た
。

任
期
は
4
年
（
2
期
目
）
。
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条

例

制

定

 

会
期
中
に
総
務
常
任
委
員

会
に
付
託
し
、
一
部
修
正
後

採
決
し
た
。

全
員
一
致
で
可
決

日
高
町
ひ
と
り
親
家
庭

児
童
激
励
金
支
給
条
例

の
廃
止　
　
　
　
　
　

町
道
の
電
柱
・
電

話
柱
・
広
告
塔
・
地

下
埋
設
物
に
か
か
る

占
用
料
。

反
対
討
論

反
対
討
論　

母
子
家
庭
の
年
間
平
均
所

得
は
、
一
般
家
庭
の
所
得
の
４
割
で
、

経
済
的
に
大
変
な
状
況
で
あ
る
。

そ
ん
な
家
庭
に
対
す
る
僅
か
な
激
励

金
を
廃
止
す
る
の
は
、
最
後
に
す
べ
き

で
は
な
い
か
、
よ
っ
て
、
こ
の
条
例
廃

止
に
反
対
す
る
。

�
�
�
�
�
�
�
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日

高

町

道
路
占
用
料

徴
収
条
例　

日
高
町
法
定
外

公
共
物
の
管
理

に
関
す
る
条
例

補
正
予
算
 

年
度
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既
定
額
９
億
５
３
９

４
万
８
千
円
に
１
９
１

７
万
６
千
円
を
追
加
し
、

総
額
９
億
７
３
１
２
万

４
千
円
と
す
る
。

主
な
内
容
は
、
内
原

東
処
理
区
内
の
事
業
量

の
増
に
よ
り
１
６
２
７

万
８
千
円
。

内
原
東
、
内
原
西
の

両
処
理
区
統
合
の
た
め
、

処
理
区
計
画
変
更
作
成

委
託
料
２
０
０
万
円
な

ど
の
追
加
補
正
。

��

�

日
高
町
敬
老
年
金

支
給
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正

全
員
一
致
で
可
決

賛
成
少
数
で
否
決

賛
成
少
数
で
否
決

賛
成
多
数
で
可
決

反
対
討
論

反
対
討
論　

障
害
に
よ
っ
て

生
ず
る
特
別
の
負
担
の
一
助

と
し
て
手
当
を
支
給
し
、
福

祉
の
向
上
を
図
る
と
い
う
目

的
に
反
す
る
と
思
う
の
で
反

対
す
る
。

日
高
町
心
身
障
害

児
者
福
祉
手
当
支

給
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正　

賛
成
少
数
で
否
決

反
対
討
論

反
対
討
論　

入
院
時
の
食
事

療
養
費
は
、
治
療
の
一
環
と

し
て
提
供
さ
れ
て
い
る
も
の

で
、
保
健
福
祉
医
療
の
支
給

と
い
う
考
え
方
に
た
て
ば
、

現
時
点
で
は
継
続
し
て
い
く

べ
き
と
考
え
る
の
で
反
対
す

る
。 日

高
町
保
健
福
祉

医
療
費
の
支
給
に

関
す
る
条
例
の

一

部

を

改

正
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町
長
行
政
報
告

「住民投票条例の制定を求める
　請願」を不採択・委員会解散

合併問題検討特別委員会

６
月
４
日
、
町
長
は
「
国

の
三
位
一
体
改
革
が
推
進
さ

れ
る
中
、
行
財
政
を
取
り
巻

く
現
状
は
極
め
て
厳
し
く
単

独
で
は
到
底
や
っ
て
い
け
な

い
。
３
町
合
併
が
破
綻
し
た

今
、
今
後
は
由
良
町
と
の
合

併
を
進
め
て
い
き
た
い
。」と

理
解
を
求
め
た
。

こ
れ
を
受
け
、
委
員
会
も

協
議
の
結
果
、
賛
成
多
数
で

推
進
を
可
決
し
た
。

そ
の
後
、
合
併
協
議
会
を

立
ち
上
げ
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　
　

月　

日
、
町
長
は
推
進

１０

１５

を
一
変
し
、
議
会
・
合
併
協

議
会
を
無
視
し
て
の
独
断
に

よ
る
単
独
表
明
を
し
た
。
合

併
を
断
念
し
、
単
独
行
政
を

判
断
し
た
資
料
の
提
出
な
ど

を
求
め
議
論
が
紛
糾
し
た
。

　

月　

日
、
付
託
さ
れ
た

１２

２４

合
併
の
是
非
を
問
う
住
民
投

票
条
例
の
制
定
を
求
め
る
請

願
を
採
決
し
た
結
果
「
不
採

択
」
と
な
っ
た
。

請
願
の
文
面
が
一
般
的
で

具
体
的
に
な
っ
て
い
な
い
。

西
岡　

佳
奈
子
議
員

住
民
へ
の
情
報
開
示
に
時

����

間
が
足
り
な
い
。
未
調
整
の

ま
ま
で
の
合
併
は
良
く
な
い
。

金
�　

昭
仁
議
員

町
の
大
き
な
将
来
が
か

か
っ
て
い
る
。
住
民
の
声
に

も
賛
否
両
論
が
あ
る
中
で
、

そ
の
賛
否
を
問
う
べ
き
。

山
本　

善
啓
議
員

何
ら
説
明
も
な
い
ま
ま
、

町
長
の
単
独
表
明
に
住
民
も

不
満
を
感
じ
て
い
る
。
今
後

由
良
町
と
の
信
頼
関
係
の
た

め
に
も
住
民
投
票
を
。

天
満　

滋
明
議
員

議
会
も
賛
否
が
伯
仲
し
て

お
り
、
住
民
も
困
惑
し
て
い

る
。
町
の
将
来
を
見
定
め
る

重
大
事
、
そ
の
判
断
を
住
民

に
委
ね
る
の
が
公
平
だ
。

楠　
　

新
一
議
員

こ
れ
を
受
け
て
、
合
併
問

題
検
討
特
別
委
員
会
も
調
査

終
了
の
た
め
解
散
し
た
。

反反
対対
討討
論論

賛賛
成成
討討
論論

阿
尾
地
区
の
湿
原
地　

万
１３

平
方
メ
ー
ト
ル
の
寄
付
を
受

け
、
今
後
、
自
然
環
境
保
護

に
活
用
し
て
い
く
。

西
山
山
頂
の
民
間
会
社
に

よ
る
風
力
発
電
事
業
の
可
能

性
を
評
価
す
る
風
況
調
査
の

た
め
、
観
測
装
置
を
１
基
に

加
え
、
さ
ら
に
観
測
装
置
２

基
が
増
設
さ
れ
る
予
定
で
あ

り
、
事
業
推
進
に
向
け
て
積

極
的
に
協
力
し
て
い
く
。

集
落
排
水
事
業
に
係
る
、

内
原
東
・
内
原
西
の
両
処
理

区
の
統
合
に
向
け
事
業
を
推

進
し
、
早
期
供
用
開
始
に
取

り
組
む
。

�
�
�
�
�

�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
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問　

公
務
員
と
は
。

町
長
町
長　

第
一
に
「
全
体
の
奉

仕
者
と
し
て
、
住
民
本
位
の

行
政
の
推
進
に
全
力
を
尽
く

す
者
」
で
あ
る
。

問　

知
識
向
上
、
能
力
開
発

の
た
め
に
、
他
の
研
修
へ
の

参
加
等
の
体
制
づ
く
り
は
。

町
長
町
長　

意
識
の
高
揚
の
た
め

に
、
各
種
研
修
に
は
積
極
的

に
派
遣
し
て
い
く
。

問　

企
業
的
感
覚
を
持
っ
た

職
員
も
必
要
で
は
な
い
か
。

町
長
町
長　

以
前
に
民
間
企
業
へ

研
修
に
行
っ
た
が
、
今
は

行
っ
て
い
な
い
。
今
後
、
良

い
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
考
え
る
。

町
長
町
長

更
に
厳
し
く
指
導
し
て
い
く

更
に
厳
し
く
指
導
し
て
い
く

町
長

更
に
厳
し
く
指
導
し
て
い
く

金
　

昭
仁

議
員
 

問　

ま
ち
づ
く
り
を
担
っ
て

い
る
職
員
は
、
地
域
に
お
い

て
ど
の
よ
う
に
か
か
わ
っ
て

い
る
か
。

町
長
町
長　

各
地
域
で
の
行
事
に

は
、
絶
対
参
加
し
て
皆
さ
ん

と
一
緒
に
ふ
れ
あ
い
の
場
も

作
れ
と
い
う
こ
と
を
指
示
し

て
い
る
。

問　

町
民
の
考
え
を
活
か
す

方
法
と
し
て
、
各
課
で
し
ば

ら
ず
に
、
い
く
つ
か
の
グ

ル
ー
プ
に
分
け
て
の
意
見
交

換
、
情
報
交
換
を
行
い
、
活

か
し
て
い
け
ば
良
い
の
で
は

な
い
か
。

町
長
町
長　

十
分
検
討
し
て
い
く
。

問　

意
識
改
革
が
で
き
な
い

の
な
ら
、
能
力
主
義
、
成
果

主
義
等
の
導
入
を
検
討
し
、

一
人
ひ
と
り
が
危
機
意
識
を

持
つ
こ
と
が
大
事
で
は
な
い

か
。

町
長
町
長　

そ
の
と
お
り
で
あ
る
。

問　

基
本
の
と
こ
ろ
か
ら
、

改
革
を
望
む
。

町
長
町
長　

挨
拶
、
言
葉
使
い
、

態
度
等
、
再
度
十
分
指
導

し
て
い
く
。

問　

人
件
費
の
削
減
に

つ
い
て
。

町
長
町
長　

３
月
議
会
に
削

減
案
を
提
出
す
る
。

問　

人
件
費
の
削
減
に

よ
り
、
職
員
の
仕
事
に

対
す
る
士
気
の
低
下
が

懸
念
さ
れ
る
が
。

町
長
町
長　

低
下
も
一
部
に

起
こ
る
。
サ
ー
ビ
ス
低

下
に
つ
な
が
ら
な
い
よ

う
に
十
分
検
討
す
る
。

問　

農
林
漁
業
等
従
事

者
の
所
得
増
の
対
策
は
。

町
長
町
長　

消
費
者
の
ニ
ー

ズ
に
合
っ
た
も
の
を
生

産
す
る
こ
と
で
、
高
収

益
に
つ
な
が
る
こ
と
か

ら
、研
究
、ま
た
助
言
を
行
っ

て
い
く
。

問　

互
い
に
ア
イ
デ
ア
を
出

し
、
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
商
品
を

目
指
す
た
め
に
、
も
っ
と
ア

ド
バ
イ
ス
や
火
付
け
役
に
な

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

産
業
課
長

産
業
課
長　

農
協
、
漁
協
等
、

関
連
機
関
と
連
携
を
取
り
な

が
ら
、
検
討
し
て
い
く
。

問　

職
員
管
理
に
つ
い
て
、

助
役
の
役
目
を
聞
き
た
い
。

助
役
助
役　

範
囲
が
広
い
の
で
本

当
に
難
し
い
。

問　

職
員
へ
の
気
配
り
、
意

欲
と
い
う
点
で
、
う
ま
く
機

能
し
て
い
な
い
の
で
は
な
い

か
。

助
役
助
役　

十
分
検
討
、
気
を
付

け
て
職
務
を
全
う
す
る
。��������	
���
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問　

自
主
財
源
が
乏
し
く
、

国
頼
り
の
当
町
は
、
到
底
単

独
で
や
っ
て
い
け
な
い
。

　

だ
か
ら
、
合
併
は
避
け
て

通
れ
な
い
と
由
良
町
と
の
合

併
を
進
め
て
き
た
。

　

そ
れ
が
一
変
し
て
、議
会
・

合
併
協
議
会
を
無
視
し
て
の

突
然
の
単
独
表
明
に
多
く
の

住
民
の
方
々
が
困
惑
し
て
い

る
。

　

こ
の
度
の
一
貫
性
の
な
い

言
動
に
つ
い
て
、
首
長
と
し

て
速
や
か
に
住
民
に
説
明
す

る
義
務
と
責
任
が
あ
る
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

町
長
町
長　

で
き
る
だ
け
早
く
説

明
す
る
機
会
を
持
つ
。

問　

県
の
市
町
村
課
長
を
招

い
て
の
議
員
研
修
会
で
課
長

は
、
今
後
の
財
政
状
況
に
は

相
当
厳
し
い
も
の
が
あ
る
。

　

特
に
日
高
町
民
に
と
っ
て

は
、
合
併
が
住
民
の
幸
せ
に

な
る
と
断
言
さ
れ
た
。

　

合
併
す
る
こ
と
で
、
人
件

費
の
削
減
、
道
路
や
下
水
道

事
業
は
合
併
特
例
債
を
活
用

す
る
こ
と
で
、　

年
間
で
１

１５

６
４
億
円
の
合
併
余
剰
金
が

生
み
出
さ
れ
る
と
説
明
さ
れ

た
。

　

一
方
、
町
が
示
す
単
独
財

町長　住民の幸せのため自立に取り組む町長　住民の幸せのため自立に取り組む

楠　新一 議員 

政
計
画
で
は
、
本
年
度
予
算

が　

億
円
、
そ
れ
が　

年
度

４８

１８

で
は　

億
円
、
さ
ら
に　

年

３０

２４

度
で
は　

億
円
に
減
少
す
る
。

２６

　

こ
れ
で
は
、
数
十
年
前
に

タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
予
算

で
あ
る
。

　

現
在
、
住
民
が
享
受
し
て

い
る
福
祉
は
、
到
底
維
持
で

き
る
も
の
で
は
な
い
。

　

ま
た
、
本
年
度
で
約　

億
１６

円
の
普
通
建
設
費
が　

年
度

１８

で
は
３
億
円
余
り
に
激
減
、

さ
ら
に　

年
度
で
は
約
６
千

２５

万
円
に
減
少
す
る
。

　

こ
れ
で
は
、
ほ
と
ん
ど
何

も
し
な
い
活
力
の
な
い
町
に

な
る
の
は
必
至
で
あ
る
。

　

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
人
件

費
約
７
億
円
は
そ
の
ま
ま
で

あ
り
、
実
に
窓
際
行
政
に
な

る
と
懸
念
す
る
が
ど
う
か
。

町
長
町
長　

単
独
で
行
く
た
め
、

十
分
検
討
し
た
財
政
計
画
で

あ
る
。
事
業
に
つ
い
て
は　
１７

年
度
で
ほ
と
ん
ど
終
わ
り
、

後
は
維
持
管
理
的
な
も
の
に

な
る
と
考
え
る
。

　

ま
た
、
人
件
費
に
つ
い
て

は
減
額
で
き
る
と
こ
ろ
は
検

討
す
る
。

問　

産
業
は
町
民
の
雇
用
と

所
得
を
確
保
す
る
場
で
あ
り
、

経
済
の
基
盤
で
あ

る
。

　

し
か
し
、
当
町

の
産
業
全
体
は
、

い
ま
衰
退
の
一
途

に
あ
る
と
言
っ
て

も
過
言
で
は
な
い
。

　

こ
れ
か
ら
、
自

立
し
て
行
く
た
め

に
は
、
現
状
の
実

態
を
十
分
把
握
し

て
、
も
っ
と
危
機

感
を
も
っ
て
取
り

組
む
べ
き
と
考
え

る
が
ど
う
か
。

町
長
町
長　

い
ま
も
全

力
を
挙
げ
て
取
り

組
ん
で
い
る
が
、

い
ま
以
上
に
取
り

組
む
。

そ
の
他
、
温
泉

館
「
み
ち
し
お
の

湯
」
の
運
営
状
況

と
今
後
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
質
問

し
た
。

��������	
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問　

町
長
の
突
然
の
単
独
表

明
に
つ
い
て
は
理
解
で
き
な
い
。

　

ま
し
て
協
議
会
の
委
員
の

方
に
も
相
談
を
し
て
い
な
い
。

　

合
併
が
決
裂
し
た
場
合
、

委
員
の
皆
さ
ん
の
心
中
を
察

す
る
と
き
町
長
と
し
て
ど
の

よ
う
に
思
わ
れ
る
か
。

町
長
町
長　

委
員
の
皆
さ
ん
に
は

報
告
し
た
か
っ
た
の
だ
が
遅

く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

申
し
訳
な
い
と
言
う
気
持

ち
は
持
っ
て
い
る
。

問　

両
町
の
合
併
は
対
等
合

併
で
立
ち
上
げ
た
の
で
は
な

い
か
、
町
に
よ
っ
て
差
が
あ

る
の
は
当
然
の
は
ず
だ
が
。

町
長
町
長　

対
等
合
併
で
立
ち
上

げ
た
が
い
ろ
い
ろ
検
討
し
た

結
果
、
単
独
の
方
が
良
い
と

判
断
し
た
。

問　

新
町
の
名
称
募
集
に
は

住
民
、
生
徒
達
か
ら
熱
心
な

応
募
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

　

純
粋
な
子
ど
も
達
が
精
一

杯
考
え
た
町
名
が
幻
に
終

わ
っ
た
場
合
ど
の
よ
う
に
対

処
す
る
の
か
。

町
長
町
長　

子
ど
も
達
、
ま
た
保

護
者
の
方
に
対
し
て
も
申
し

訳
な
く
十
分
お
詫
び
し
た
い
。

問　

美
浜
町
と
の
３
町
合
併

協
議
か
ら
今
現
在
ま
で
に
費

や
し
た
経
費
と
１
日
当
た
り

の
費
用
は
。

町
長
町
長　

３
町
合
併
協
議
会
か

ら
現
在
ま
で
３
９
３
０
万
円
。

２
町
合
併
協
議
に
な
っ
て
の

１
日
当
た
り
は　

万
５
千
円
。

１０

問　

単
独
表
明
後
、
財
政
計

画
の
説
明
を
受
け
た
が
町
民

に
対
し
て
の
経
費
削
減
よ
り

も
、
ま
ず
行
政
の
執
行
者
側

か
ら
手
本
を
示
さ
な
い
と
町

民
は
納
得
し
な
い
が
。

町
長
町
長　

以
前
か
ら
単
独
で
行

く
場
合
に
は
率
先
し
て
特
別

職
か
ら
と
の
腹
づ
も
り
で
い

る
の
で
十
分
検
討
す
る
。

町
長
　
理
解

町
長
　
理
解
し
て
い

し
て
い
る
が
時
間
が
な
か

る
が
時
間
が
な
か
っ
た

町
長
　
理
解
し
て
い
る
が
時
間
が
な
か
っ
た

天
満

滋
明

議
員
 

問　

紙
面
に

印
刷
し
た
文

書
（
情
報
）

を
人
手
を

使
っ
て
各
家

庭
に
配
布
し

て
い
る
現
在

の
仕
組
み
は

原
始
的
な
方

法
だ
と
思
う
。

　

高
度
情
報

化
社
会
の
世

の
中
、
将
来

に
向
け
通
信

ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
整
備
に

力
を
入
れ
る

べ
き
だ
が
。

企
画
財
政
課
長

企
画
財
政
課
長　

放
送
に
行

政
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
設
け
、
文

書
配
布
を
解
消
し
た
い
た
め

������

に
現
在
５
町
村
で

取
り
組
ん
で
い
る
。

　

事
業
費
は　

億
１３

円
弱
で
日
高
町
負

担
割
は
加
入
金
と

引
き
込
み
費
で
約

１
億
円
。

問　

事
業
達
成
の

見
通
し
は
。

企
画
財
政
課
長

企
画
財
政
課
長　

申
請
は
し
て
い
る

が
厳
し
い
国
の
財

政
事
情
の
中
、
予

算
が
つ
け
ば　

年
１７

度
に
は
と
の
見
通

し
で
あ
る
。

問　

風
力
発
電

建
設
に
つ
い
て

適
地
の
可
能
性

が
高
い
と
見
る

が
。

町
長
町
長　

現
在
１

基
の
観
測
装
置

だ
が
さ
ら
に
２

基
の
増
設
が
進

め
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な

状
況
を
考
え
る

と
見
込
み
が
あ

る
の
で
は
な
い

か
と
推
測
す
る
。

問　

実
現
す
れ
ば
当
町
に
お

い
て
は
厳
し
い
財
政
事
情
の

お
り
、
貴
重
な
税
収
源
に
な

る
。

　

企
業
頼
み
で
は
な
く
地
元

と
し
て
誘
致
に
対
し
積
極
的

な
熱
意
を
見
せ
て
は
。

町
長
町
長　

会
社
が
適
地
と
判
断

し
た
場
合
は
、
地
域
の
活
性

化
に
も
つ
な
が
る
の
で
積
極

的
に
協
力
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。 ��������	
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問　

環
境
や
財
政
の
こ
と
を

考
え
れ
ば
、
ゴ
ミ
排
出
量
の

削
減
に
力
を
入
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
ど
う
考
え
て
い

る
か
。

町
長
町
長　

町
民
一
人
ひ
と
り
に

責
任
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で

も
ら
う
よ
う
啓
発
し
て
い
く
。

　

ま
た
今
後
も
、
生
ゴ
ミ
処

理
機
、
集
団
回
収
へ
の
助
成

等
、
ゴ
ミ
削
減
に
取
り
組
む
。

問　

４
月
以
降
、
ゴ
ミ
の
分

別
は
ど
の
よ
う
に
変
わ
る
か
。

町
長
町
長　

小
型
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

ゴ
ミ
（
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品

や
ポ
リ
製
品
）
が
増
え
、
６

種
分
別
と
な
る
。

　

不
燃
物
の
指
定
袋
に
入
れ
、

第
３
水
曜
日
に
収
集
す
る
予

定
。

問　

分
別
方
法
に
つ
い
て
、

住
民
へ
の
周
知
方
法
は
。

保
健
衛
生
課
長

保
健
衛
生
課
長　
　

月
の
区

１２

長
会
に
お
い
て
説
明
。
ま
た
、

町
長
　

町
長
　
小
型
小
型
プ
ラ
ス
チ

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ゴ
ミ
が
増
え

が
増
え
る

町
長
　
小
型
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ゴ
ミ
が
増
え
る

西
岡

佳
奈
子

議
員
 

分
別
に
つ
い
て
の
ポ
ス
タ
ー

等
を
全
戸
配
布
す
る
予
定
。

問　

小
型
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ゴ

ミ
の
広
域
圏
で
の
処
分
方
法
は
。

保
健
衛
生
課
長

保
健
衛
生
課
長　

圧
縮
摩
擦

熱
で
容
積
を
縮
め
た
あ
と
、

一
時
保
管
。
最
終
的
に
埋
め

立
て
処
分
と
な
る
。

問　

最
終
処
分
場
の
見
込
み

は
。

保
健
衛
生
課
長

保
健
衛
生
課
長　

大
阪
湾

フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
計
画
に
指
定

さ
れ
、
大
阪
湾
に
埋
め
立
て

ら
れ
る
見
込
み
。

問　

今
後
の
ゴ
ミ
問
題
に
取

り
組
む
方
向
性
と
し
て
、
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
の
分
別
も
考
え

る
べ
き
だ
と
思
う
。

　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ゴ
ミ
の
中

に
も
ポ
リ
プ
ロ
ピ
レ
ン
や
塩

化
ビ
ニ
ー
ル
、
発
泡
ス
チ

ロ
ー
ル
等
あ
る
。
す
べ
て
一

緒
に
集
め
て
、
最
終
的
に
埋

め
立
て
る
し
か
な
い
と
い
う

こ
と
で
は
な
く
、
分
別
し
て

資
源
と
し
て
再
利
用
し
て
い

く
と
い
う
方
向
を
考
え
て
は
。

町
長
町
長　

広
域
圏
や
市
町
村
の

担
当
課
が
話
し
合
い
の
場
を

持
ち
、
研
究
し
て
い
く
べ
き

と
考
え
る
。

問　

単
独
行
政
を

目
指
す
町
長
の
基

本
的
な
考
え
方
は
。

町
長
町
長　

安
心
し
て

豊
か
に
暮
ら
せ
る

町
づ
く
り
を
基
本

に
、
誠
実
で
信
頼

さ
れ
る
行
政
を
実

現
し
た
い
。

　

今
後
は
、
引
き

続
き
行
政
改
革
に

取
り
組
み
、
事
務

事
業
の
精
査
を
進

め
る
。

問　

今
議
会
に
福

祉
施
策
の
切
り
下

げ
が
提
案
さ
れ
た

が
、
町
単
独
事
業

だ
か
ら
見
直
し
て

い
く
と
い
う
の
は

��������	
������

危
険
な
考
え
方
で
あ
る
。

　

本
来
の
地
方
自
治
と
い
う

こ
と
を
考
え
れ
ば
、
日
高
町

ら
し
さ
を
考
え
た
中
で
、
継

続
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
町
単
独
事
業
も
あ
る
は

ず
だ
と
思
う
が
。

町
長
町
長　

少
子
化
対
策
に
力
を

入
れ
た
い
と
い
う
考
え
方
か

ら
、
乳
幼
児
医
療
費
や
妊
婦

医
療
費
な
ど
の
助
成
事
業
は

継
続
し
て
い
く
。
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問　

台
風　

号
に
よ
る
被
害

２３

を
問
う
。

町
長
町
長　

港
湾
施
設
で
７
件
、

漁
港
施
設
で
６
件
、
公
共
土

木
で
２
件
あ
り
、
被
害
総
額

は
約
２
億
４
５
０
０
万
円
。

問　

今
後
、
満
潮
時
の
台
風

や
津
波
等
も
想
定
し
た
河
口

対
策
が
必
要
で
は
な
い
か
。

建
設
課
長

建
設
課
長　

田
杭
の
川
口
は
、

区
長
か
ら
要
望
の
あ
っ
た
フ

ラ
ッ
プ
ゲ
ー
ト
を
来
年
度
つ

け
る
よ
う
県
に
要
望
し

た
。

　

比
井
の
川
口
は
、
ポ

ン
プ
で
海
に
水
を
放
出

す
る
方
法
し
か
な
く
、

今
後
区
民
や
県
土
木
と

も
協
議
し
、
検
討
す
る
。

問　

小
浦
防
潮
堤
の
延

長
や
小
杭
の
ガ
ー
ド

レ
ー
ル
の
流
失
等
の
今

後
の
対
策
は
。

建
設
課
長

建
設
課
長　
 
小
浦
防

潮
堤
の
延
長
は
、
台
風

　

号
の
被
害
調
査
で
、

２３県
も
理
解
を
示
し
て
お

り
、
今
後
強
力
に
要
望

し
て
い
く
。

　

小
杭
の
ガ
ー
ド
レ
ー

ル
に
代
わ
る
も
の
と
し

て
、
パ
ラ
ペ
ッ
ト
等
考

え
ら
れ
る
が
、
地
区
の

み
な
さ
ん
と
対
応
策
を

考
え
る
。

町長　耐震診断や改修事業を実施町長　耐震診断や改修事業を実施

中村 性一 議員 

問　

地
震
に
対
す
る
具
体
的

な
防
災
対
策
は
。

町
長
町
長　

昭
和　

年
以
前
に
建

５６

築
さ
れ
た
木
造
住
宅
の
耐
震

診
断
や
、
改
修
事
業
の
実
施
。

　

消
防
用
施
設
等
の
整
備
を

す
る
。

問　

耐
震
診
断
や
改
修
事
業

の
実
施
時
期
は
。

建
設
課
長

建
設
課
長　

耐
震
診
断
の
申

請
数
は
、　

月
末
で　

件
。

１１

９２

　

本
年
度　

戸
診
断
し
、
残

５０

り　

戸
は
来
年
度
で
予
算
化
。

４２

　

改
修
に
つ
い
て
は
、
耐
震

診
断
後
の
審
査
で
、
対
象
者

か
ら
要
望
が
あ
れ
ば
そ
の
都

度
検
討
す
る
。

問　
「
日
高
町
地
域
防
災
計

画
」
で
は
、
防
災
知
識
の
普

及
と
し
て
、「
建
築
確
認
申
請

時
に
耐
震
等
の
指
導
を
促
進

す
る
」
と
な
っ
て
い
る
が
、

木
造
住
宅
で
建
築
確
認
を
必

要
と
す
る
建
築
面
積
は
。

建
設
課
長

建
設
課
長　

３
階
以
上
か
、

延
べ
面
積
５
０
０
�
以
上
。

問　

木
造
住
宅
の
ほ
と
ん
ど

が
建
築
確
認
は
要
ら
な
い
。

 
「
防
災
計
画
」
の
中
で
「
毎

年
３
月
と
８
月
に
耐
震
診
断

の
普
及
を
図
り
、
耐
震
化
改

修
を
実
施
す
る
よ
う
指
導
す

る
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
ど

ん
な
取
り
組
み
を
し
て
き
た

の
か
。

総
務
課
長

総
務
課
長　

今
年
９
月
に
初

め
て
予
算
化
し
た
。

問　

災
害
時
に
は
飲
料
水
の

確
保
が
非
常
に
重
要
。

　

中
越
地
震
の
あ
っ
た
長
岡

市
で
は
、
配
水
管
を
ポ
リ
エ

チ
レ
ン
管
で
、
ま
た
重
要
箇

所
に
緊
急
遮
断
バ
ル
ブ
を
使

用
し
て
い
た
こ
と
で
、
飲
料

水
の
確
保
が
で
き
た
と
報
じ

ら
れ
て
い
る
。

　

当
町
の
配
水
管
や
バ
ル
ブ

等
は
ど
う
か
。

上
下
水
道
課
長

上
下
水
道
課
長　
　

�
ほ
ど

３０

鋳
鉄
管
を
埋
設
し
て
い
る
。

　

地
震
に
有
効
な
ポ
リ
エ
チ

レ
ン
管
の
敷
設
を
今
後
考
え

て
い
き
た
い
。　　

　

ま
た
、
緊
急
遮
断
弁
を
２

基
申
請
し
て
い
る
が
、
設
置

箇
所
に
つ
い
て
は
い
ろ
い
ろ

検
討
し
て
い
き
た
い
。

��������	
��������������������



����������

町長　自分のためではない町長　自分のためではない

一松 輝夫 議員 

問　

合
併
の
必
要
性
に
つ
い

て
、
町
長
は
住
民
に
ど
の
よ

う
に
説
明
を
し
て
き
た
の
か
。

町
長
町
長　

非
常
に
厳
し
い
財
政

状
況
に
な
る
中
で
、
合
併
は

避
け
て
と
お
れ
な
い
。

問　

町
長
は
、
合
併
の
必
要

性
を
ど
の
よ
う
に
認
識
さ
れ

て
い
る
の
か
。

町
長
町
長　

行
政
の
効
率
化
、
行

財
政
の
強
化
が
図
れ
、
ま
た

２
町
に
な
っ
て
も
そ
う
で
あ

る
。

　

し
か
し
最
終
的
に
は
私
の

判
断
で
、
日
高
町
の
メ
リ
ッ

ト
が
少
な
い
と
の
結
論
に
達

し
た
。

問　

由
良
町
に
公
共
事
業
が

多
い
か
ら
や
め
る
と
い
う
が
、

そ
れ
は
１
つ
の
時
点
で
し
ょ

う
？

　
　

年
も
す
れ
ば
日
高
町
の

１５
事
業
ば
か
り
に
な
る
。

　

財
政
を
強
化
し
住
民
の
福

祉
に
充
て
る
、
だ
か
ら
合
併

が
必
要
で
あ
る
。

町
長
町
長　

事
務
事
業
現
況
調
書
、

普
通
事
業
建
設
調
書
に
よ
っ

て
決
断
し
た
。

問　

２
町
で
合
併
し
た
時
の

効
果
は
。

町
長
町
長　

財
政
支
援
額
が
合
計

で
１
６
４
億
円
で
、
合
併
効

果
は
人
件
費
で
１
年
間
で
１

億
１
千
万
円
で
あ
る
。

問　

効
果
は
、
議
会
が
１
つ

に
な
り
、
町
長
部
局
も
課
も
、

公
用
車
も
１
つ
で
済
む
。　

　

１
年
間
で
何
億
も
の
お
金

が
浮
い
て
く
る
の
で
、
そ
れ

を
住
民
の
福
祉
に
回
す
。　

　

ま
た
、
国
、
県
が
合
併
し

た
町
の
事
業
に
は
、
優
先
採

択
し
て
重
点
投
資
を
し
て
く

れ
る
の
を
ご
存
じ
か
。

町
長
町
長　

後
回
し
に
な
る
と
自

覚
し
て
い
る
。

問　

由
良
町
か
ら
出
て
い
る

ト
ン
ネ
ル
の
件
に
つ
い
て
、

前
町
長
の
志
賀
氏
か
ら
お
話

を
聞
い
て
い
な
い
か
。

町
長
町
長　

一
切
聞
い
て
ご
ざ
い

ま
せ
ん
。

問　

住
民
の
幸
せ
を
第
一
に

考
え
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

町
づ
く
り
を
基
本
に
財
政
計

画
を
作
っ
た
と
言
わ
れ
た
。

　

と
こ
ろ
が
計
画
は
住
民
の

福
祉
を
切
る
、
今
議
会
に
提

出
さ
れ
て
い
る
議
案
は
、
福

祉
を
廃
止
し
産
業
も
見
直
し
、

す
べ
て
削
減
ば
か
り
で
あ
る
。 　

行
政
改
革
は
ひ
と
つ
も
提

案
さ
れ
て
い
な
い
。

町
長
町
長　

特
別
職
の
人
件
費
に

つ
い
て
は
、
減
額
の
方
向
で
、

３
月
議
会
に
提
案
し
た
い
。

問　

行
政
改
革
を
し
た
後
、

��������	
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福
祉
の
廃
止
を
求
め
る
の
が

筋
で
あ
る
。

　

口
で
は
、
住
民
の
幸
せ
を

第
一
に
と
言
わ
れ
る
が
、
今

議
会
で
明
ら
か
に
な
っ
た
の

は
、
あ
な
た
の
幸
せ
を
第
一

に
考
え
た
、
単
独
は
あ
な
た

の
保
身
を
図
る
た
め
で
あ
る

と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

町
長
町
長　

私
の
た
め
に
そ
う
い

う
こ
と
を
や
っ
て
る
わ
け
で

は
な
い
。
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問　
　

月　

日 
町
長
の
単

１０

１５

独
表
明
以
来
、
合
併
を
推
進

す
る
立
場
の
私
は
寝
付
き
の

悪
い
日
々
を
過
ご
し
て
お
り
、

「
合
併
を
し
な
け
れ
ば
住
民

の
幸
せ
は
こ
な
い
」
と
強
く

訴
え
た
い
。

町
長
町
長　

行
政
の
効
率
化
に
よ

る
行
財
政
の
強
化
を
図
る
た

め
に
合
併
に
取
り
組
ん
で
き

た
が
、
メ
リ
ッ
ト
を
見
い
だ

せ
ず
断
念
に
至
っ
た
。

問　

単
独
を
選
択
す
れ
ば
、

２
〜
３
年
後
に
は
大
き
な
と

こ
ろ
に
吸
収
合
併
さ
れ
る
の

で
は
な
い
か
。

　

日
高
町
民
の　

％
は

９０

「
ノ
ー
」
と
言
っ
て
い
る
。

そ
の
心
配
は
無
い
の
か
。

町
長
町
長　

今
後
広
域
的
な
云
々

が
出
て
き
た
と
し
て
も
、
大

き
な
と
こ
ろ
に
吸
収
さ
れ
る

な
ん
て
、
到
底
な
い
と
思
っ

て
い
る
。

町
長
　

町
長
　
メ
リ
ッ

メ
リ
ッ
ト
を
見

ト
を
見
い
だ
せ
ず
断
念

だ
せ
ず
断
念

町
長
　
メ
リ
ッ
ト
を
見
い
だ
せ
ず
断
念

山
本

善
啓
議
員
 

問　

単
独
の
財
政
プ
ラ
ン
で

は
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
は
終

わ
っ
た
と
の
説
明
で
あ
る
が
。

町
長
町
長　

後
に
残
る
の
は
、
維

持
管
理
面
だ
け
で
あ
る
。

問　

私
は
ま
だ
イ
ン
フ
ラ
整

備
は
終
わ
っ
た
と
は
思
え
な

い
。

　

ま
た
、
３
年
後
３
億
７
千

万
円
の
普
通
建
設
予
算
で
は
、

町
内
の
建
設
業
で
夢
を
持
っ

て
働
く
若
者
の
雇
用
の
場
も

無
く
な
り
、
経
済
的
波
及
効

果
は
後
ろ
向
き
で
あ
る
。

　

選
挙
公
約
で
は
、
後
ろ
向

き
の
行
政
を
や
っ
て
い
く
と

は
言
っ
て
お
ら
な
か
っ
た
と

思
う
が
。

町
長
町
長　

住
民
の
幸
せ
を
第
一

に
考
え
、
安
心
し
て
豊
か
に

暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
を
基
本

に
と
訴
え
て
い
る
。

問　

公
約
実
現
に
は
、
財
源

確
保
が
必
要
で
あ
り
、
そ
れ

に
向
か
っ
て
行
く
の
が
行
政

の
リ
ー
ダ
ー
だ
と
思
う
が
、

公
約
に
反
し
な
い
か
。

町
長
町
長　

公
約
は
果
た
し
て
き

て
い
る
。

問　

子
や
孫
が
安
心
し
て
豊

か
に
過
ご
せ
る
町
と
は
、
産

���������

業
の
振
興
、
育
成
に
は
最
大

限
の
努
力
が
必
要
で
あ
り
、

そ
の
た
め
に
は
財
源
が
必
要

で
あ
る
が
、
単
独
で
は
夢
も

希
望
も
無
い
。

　

非
常
に
厳
し
い
財
政
状
況

に
な
る
と
思
う
が
、
町
長
は

地
方
自
治
法
が
守
っ
て
く
れ

る
と
思
っ
て
い
る
の
か
。

町
長
町
長　

単
独
で
も
行
け
る
と
、

自
信
を
持
っ
て
い
る
。

問　

国
は
、
７
０
０
兆
円
も

の
借
金
の
た
め
な
ら
、
地
方

自
治
法
す
ら
変
え
て
く
る
の

で
は
な
い
か
。

　

国
・
県
の
合
併
推
進
の
意

向
に
添
う
べ
き
だ
。

　

町
民
の
中
に
も
職
員
の
中

に
も
合
併
に
対
し
て
賛
否
両

論
が
あ
る
。

　

合
併
す
べ
き
と
考
え
る
人

達
が
非
常
に
多
い
と
思
わ
れ

る
こ
と
か
ら
、
意
見
集
約
の

作
業
を
至
急
検
討
し
て
み
る

べ
き
と
考
え
る
が
。

町
長
町
長　

私
は
単
独
と
判
断
し

て
、
公
表
し
て
い
る
以
上
、

今
の
と
こ
ろ
考
え
て
い
な
い
。
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月　

日
、
鹿
児
島
県
佐

１０

２５

多
町
に
お
け
る
「
風
力
発
電

を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
」
視
察

研
修
を
行
っ
た
。

��������	
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佐
多
町
は
、
日
本
本
土
の

最
南
端
、
大
隅
半
島
の
突
端

に
位
置
し
、
人
口
約
３
６
０

０
人
、
世
帯
数
１
８
０
０
戸

の
農
漁
業
の
町
で
あ
る
。

こ
の
町
で
は
、
今
年
の
３

月
か
ら
１
３
０
０
ｋ
ｗ
の
風

力
発
電　

基
が
稼
働
し
て
い

１０

る
。発

電
量
は
、
一
般
家
庭
の

約
６
８
０
０
世
帯

分
の
電
気
を
供
給

で
き
る
と
の
こ
と

で
、
発
電
し
た
電

力
は
九
州
電
力
株

式
会
社
に
売
電
し

て
い
る
。

今
後
の
ま
ち
づ

く
り
に
は
、
風
力

発
電
を
南
大
隅
の

新
た
な
名
所
と
し

て
、
既
存
施
設
と

合
わ
せ
た
ル
ー
ト

づ
く
り
を
行
い
、

来
年
度
に
「
元
気

お
こ
し
事
業
」
で
、

観
光
客
誘
致
を
行

　

月　

日
、

１０

２６

熊
本
県
小
国

町
の
町
づ
く

り
に
つ
い
て
、

視
察
し
た
。

　

小
国
町
は
、

人
口
９
１
０

０
人
、
世
帯

数
３
０
０
０

余
り
の
農
林

業
中
心
と
し

た
町
で
あ
り
、

近
年
第
３
次

産
業
、
観
光

産
業
に
移
行

し
て
い
る
町

で
あ
る
。

役
場
の
一
階
に
は
、
Ｆ
Ｍ

小
国
の
ス
タ
ジ
オ
が
あ
り
、

Ｆ
Ｍ
放
送
と
防
災
行
政
無
線

を
ド
ッ
キ
ン
グ
さ
せ
た
危
機

管
理
と
情
報
伝
達
シ
ス
テ
ム

を
行
っ
て
い
る
。

各
家
庭
へ
は
、
Ｆ
Ｍ
受
信

機
（
約
６
千
円
）
を
無
償
で

配
付
し
て
お
り
、
緊
急
時
に

は
ラ
ジ
オ
の
ス
イ
ッ
チ
が
自

動
的
に
Ｏ
Ｎ
に
な
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。

職
員
は
、
細
部
に
わ
た
り

日
々
努
力
し
、
町
長
・
課
長

は
何
を
聞
か
れ
て
も
、
答
え

ら
れ
る
よ
う
に
常
に
勉
強
し

て
い
る
。

「
職
員
は
プ
ロ
で
あ
る
か

ら
何
で
も
知
っ
て
い
な
い
と

い
け
な
い
。

高
い
給
料
を
も
ら
っ
て
い

る
の
で
、
全
て
を
お
返
し
す

る
ぐ
ら
い
の
能
力
を
持
っ
て

�������

���������	
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う
。こ

の
事
業
は
、
環
境
に
や

さ
し
い
自
然
を
利
用
し
た
事

業
で
あ
り
、
執
行
部
・
議
会

が
全
面
的
に
協
力
し
て
推
進

し
た
も
の
で
あ
る
。

い
な
い
と
町
づ
く
り
は
で
き

な
い
。」
と
言
わ
れ
た
。

町
づ
く
り
に
つ
い
て
は

「　

世
紀
シ
ナ
リ
オ
」
の
冊

２１
子
が
あ
り
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
が
策
定
し
た
も
の
で
は
な

く
、
職
員
と
町
民
の
方
々
で

策
定
し
た
も
の
で
あ
る
。　

執
行
部
も
小
国
町
で
研
修
さ

れ
る
こ
と
を
望
む
も
の
で
あ

る
。



�� ��������

�
�
�
�

�
�
�

�������

��������	
��

　

月　

日
に
鹿
児
島
県
大

１０

２５

隅
町
で
、
物
産
館
の
運
営
や

農
業
後
継
者
対
策
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
視
察
を
行
っ
た
。

事
業
の
目
的
は
、「
多
様
な

地
域
資
源
と
農
村
空
間
を
総

合
的
に
活
用
し
て
、
都
市
と

の
交
流
を
図
り
農
業
経
営
の

多
角
化
を
促
進
し
、
地
域
農

業
に
必
要
な
経
営
基
盤
の
確

立
に
よ
り
農
業
所
得
の
向
上

を
図
る
と
と
も
に
、
活
力
あ

る
農
村
地
域
社
会
の
形
成
を

図
る
。」
こ
と
で
、
取
り
組

み
を
し
て
い
る
。

業
績
に
つ
い
て
は
、
当
初

計
画
の
年
間
入
場
者
５
万
３

千
人
、
売
上
８
４
０
０
万
円

の
予
想
で
あ
っ
た
が
、
初
年

度
か
ら
予
想
を
上
回
り
、　
１５

年
度
で
は　

万
２
９
１
７
人
、

１８

２
億
４
２
０
万
円
と
伸
び
て

い
る
。

都
市
と
の
交
流
に
つ
い
て

は
、
年
間
８
回
の
イ
ベ
ン
ト

を
行
い
、
多
く
の
来
場
者
を

呼
ん
で
い
る
。

物
産
館
の
運
営
方
法
は
、

大
隅
町
特
産
品
出
荷
者
協
議

会
と
、
町
か
ら
職
員
一
人
を

派
遣
し
行
っ
て
き
た
が
、　
１６

年
４
月
１
日
を
も
っ
て
「
株

式
会
社
や
ご
ろ
う 
農  
土  
家 

の 

ど 

か

 
市 
」
の
名
称
で
、
資
本
金
１

い
ち０

０
３
万
円
・
出
資
者
１
４

０
名
の
民
間
会
社
を
設
立
し
、

運
営
を
し
て
い
る
。

次
に
、
農
業
後
継
者
対
策

に
つ
い
て
は
、
新
規
就
農
者

支
援
対
策
事
業
に
平
成
元
年

か
ら
取
り
組
み
、　

年
ま
で

１５

に　

名
の
新
規
就
農
者
が
誕

５５
生
し
て
い
る
。

そ
の
内
訳
は
町
内
在
住
者

や
Ｕ
タ
ー
ン
就
農
者
で
あ
り
、

ほ
と
ん
ど
が
畜
産
関
係
で
あ

る
。

　

月　

日
、
白
水
村
で
は

１０

２６

「
白
水
村
お
あ
し
す
米
生
産

組
合
」
の
設
立
の
経
緯
や
運

営
方
法
等
に
つ
い
て
視
察
を

行
っ
た
。

白
水
村
は
南
阿
蘇
に
位
置

し
、
白
川
水
源
か
ら
湧
き
出

る
水
は
、
日
本
名
水
百
選
に

選
ば
れ
て
い
る
。　　
　
 

 
「
お
あ
し
す
米
」
は
、
平

成
元
年
に
無
農
薬
米
を
作
ろ

う
と
賛
同
し
た
農
家
７
名
で

始
め
、
産
直
に
取
り
組
ん
だ
。

平
成
３
年
に
は
「
白
水
村

お
あ
し
す
米
生
産
組
合
」
を

設
立
し
、
販
売
活
動
を
開
始

す
る
。

平
成
４
年
ア
イ
ガ
モ
農
法

を
導
入
し
、「
ア
イ
ガ
モ
田
見

学
ツ
ア
ー
」
で
生
産
者
と
の

交
流
を
企
画
し
、
販
売
促
進

に
取
り
組
む
。

そ
の
後
、
パ
ソ
コ
ン
を
利

用
し
た
販
路
開
拓
の
努
力
を

重
ね
、
平
成
３
年
に
は
顧
客

数　

名
で
あ
っ
た
が
、
現
在

３８
で
は
組
合
員
数　

名
・
顧
客

２０

数
８
０
０
名
と　

倍
の
増
加

２０

で
あ
り
、
組
合
員
１
人
当
た

り
平
均
２
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
水

田
で
無
農
薬
・
微
農
薬
の「
お

あ
し
す
米
」（
１
俵
当
た
り
約

３
万
円
）
を
生
産
し
て
い
る
。

平
成　

年
に
は
、
全
国
農

１４

業
コ
ン
ク
ー
ル
で
優
秀
賞
と

な
り
、
農
林
水
産
大
臣
表
彰

を
受
賞
す
る
な
ど
、
生
産
組

合
の
活
動
が
評
価
さ
れ
て
い

る
。

組
合
設
立
に
関
し
て
は
、

行
政
か
ら
の
補
助
は
受
け
て

い
な
い
が
、
組
合
員
相
互
の

努
力
に
よ
り
こ
こ
ま
で
発
展

す
る
事
が
で
き
た
と
の
こ
と

で
あ
っ
た
。
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日
高
町
は
、
平
成　

年
度

１７

か
ら
日
高
及
び
比
井
崎
簡
易

水
道
事
業
を
ひ
と
つ
に
し
た

上
水
道
事
業
に
移
行
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。　

こ
れ
に
伴
い
企
業
会
計
を

導
入
し
、
独
立
採
算
性
の
料

金
改
定
が
必
要
と
な
り
、
町

当
局
か
ら
水
道
料
金
を　

％
２０

値
上
げ
す
る
条
例
の
改
定
案

が
９
月
議
会
に
提
案
さ
れ
た
。

議
会
は
企
業
会
計
に
よ
る

独
立
採
算
性
を
理
解
し
つ
つ

水道料金等検討特別委員会 

も　

％
の
値
上
げ
は
町
民
生

２０
活
に
与
え
る
影
響
が
大
き
い

と
し
て
委
員
会
を
設
け
、
上

水
道
へ
移
行
す
る
こ
と
に
伴

う
、
企
業
会
計
導
入
に
よ
る

料
金
改
定
の
審
査
を
行
っ
た
。

そ
の
中
で
、
原
水
の
購
入

費
、
職
員
給
与
の
抑
制
、
新

た
な
基
金
の
投
入
、
減
価
償

却
費
の
圧
縮
等
に
つ
い
て
、

執
行
部
と
協
議
を
重
ね
て
き

た
。し

か
し
、
原
案
の
値
上
げ

案
で
は
、
住
民
の
理
解
が
得

ら
れ
が
た
い
と
の
結
論
に
達

し
た
。

委
員
会
と
し
て
は
、
企
業

会
計
導
入
に
よ
る
独
立
採
算

制
の
原
則
も
理
解
し
つ
つ
、

住
民
の
理
解
も
得
ら
れ
る
よ

う
に
と
の
考
え
で
、
全
委
員

一
致
の
も
と
今
回
は
、
基
本

料
金
・
超
過
料
金
と
も
、
約

　

％
の
値
上
げ
に
と
ど
め
た

１３修
正
案
提
出
に
至
っ
た
。

今
後
、
最
新
の
処
理
施
設

に
変
更
す
る
こ
と
か
ら
、
よ

り
良
質
な
水
が
提
供
で
き
る

こ
と
や
、
経
費
の
削
減
な
ど

に
よ
る
経
営
努
力
、
ま
た
、

下
水
道
事
業
の
供
用
開
始
に

伴
う
志
賀
、
内
原
地
区
で
の

使
用
水
量
の
動
向
な
ど
を
見

極
め
な
が
ら
、
経
営
に
あ
た

る
よ
う
に
求
め
る
意
見
も

あ
っ
た
。

本
会
議
で
は
財
政
面
・
今

後
の
運
営
面
に
つ
い
て
の
質

疑
は
出
た
が
、
全
員
賛
成
で

可
決
し
た
。
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修正後（13％アップ）原案（20％アップ）現　行使用水量�

1,4531,5711,294～ 10

3,0633,2712,71420

4,9035,2214,33930

7,4437,9216,57940

10,44311,1219,22950

13,89314,82112,27960
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９月議会に提出され、総務文厚常任委員
会に付託されていたが、提出者から取り下
げの申し出があり、取り下げられた。
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中村性一議員が賛成者１名と提出したが、
「国際問題については地方議会から意見
書を提出すべきでない」という反対討論が
あり、賛成者少数で否決された。

政
府
・
文
部
科
学
省
に
対
し
、
教
育
基
本
法
の
改
定

で
は
な
く
、
教
育
基
本
法
に
掲
げ
る
理
念
の
実
現
に
向

け
て
、
最
大
限
努
力
さ
れ
る
よ
う
要
望
す
る
意
見
書
の

提
出
を
求
め
る
請
願
と
陳
情
が
９
月
議
会
に
提
出
さ

れ
、
総
務
文
厚
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
。

委
員
会
は
、
閉
会
中
に
慎
重
審
査
の
結
果
、
全
委
員

賛
成
で
採
択
し
た
。

教
育
基
本
法
は
、
そ
の
前
文
で
「
わ
れ
ら
は
さ
き
に
、

日
本
国
憲
法
を
確
定
し
、
民
主
的
で
文
化
的
な
国
家
を

建
設
し
て
、
世
界
の
平
和
と
人
類
の
福
祉
に
貢
献
し
よ

う
と
す
る
決
意
を
示
し
た
。
こ
の
理
想
の
実
現
は
、
根

本
に
お
い
て
教
育
の
力
に
ま
つ
べ
き
も
の
で
あ
る
」
と

し
て
、
教
育
の
重
要
性
を
訴
え
て
い
る
。

国
民
並
び
に
教
育
行
政
は
教
育
基
本
法
の
理
念
を

実
現
す
べ
く
不
断
の
努
力
を
積
み
重
ね
て
き
た
。

平
成　

年
３
月
、
中
教
審
は
、
今
日
の
教
育
課
題
を

１５

解
決
す
る
た
め
に
教
育
基
本
法
の
改
正
が
必
要
と
文

部
科
学
省
に
答
申
し
た
。

し
か
し
、
現
在
の
少
年
事
件
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
問

題
行
動
、
不
登
校
、
学
級
崩
壊
な
ど
の
克
服
は
、
教
育

基
本
法
を
改
定
す
る
こ
と
で
解
決
す
る
も
の
で
は
な

い
。教

育
基
本
法
の
掲
げ
る
理
念
の
実
現
に
向
け
て
最

大
限
努
力
さ
れ
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

以
上
の
内
容
の
意
見
書
を
全
員
賛
成
で
可
決
し
、
関

係
機
関
に
送
付
し
た
。
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国
は
、
平
成　

年
度
の
地
方
交
付

１６

税
を
理
不
尽
に
も
大
幅
に
削
減
し
た

こ
と
に
よ
っ
て
、
地
方
自
治
体
の
財

政
運
営
が
困
難
を
極
め
、
国
に
対
す

る
信
頼
関
係
を
損
ね
た
。

平
成　

年
度
地
方
交
付
税
は
、
平

１７

成　

年
度
の
轍
を
踏
ま
ぬ
よ
う
、
国

１６
と
地
方
の
信
頼
関
係
の
構
築
に
努
め
、

少
な
く
と
も
平
成　

年
度
以
上
の
総

１６

額
を
絶
対
確
保
す
る
よ
う
強
く
求
め

た
意
見
書
を
、
全
議
員
の
賛
成
で
可

決
し
、
関
係
機
関
に
提
出
し
た
。
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古紙配合率100％再生紙を使用 

この広報紙は再生紙を使用しています。

先
年
、
県
か
ら
指
名

を
受
け
、
町
内
の
古
文

書
調
査
を
実
施
し
ま
し

た
。感

じ
た
事
は
、
そ
の

記
録
の
数
の
多
さ
と
、

多
岐
に
わ
た
る
内
容
の

豊
富
さ
で
し
た
。

廻
船
で
他
国
に
雄
飛

す
る
船
頭
あ
り
、
全
国

を
巡
る
念
仏
の
行
者

（
徳
本
上
人
）
あ
り
、

松
尾
槐
亭
に
師
事
し
た

文
人
（
崎
山
豊
萩
）
あ

り
、
田
畑
を
売
り
、
生

命
が
け
で
池
を
造
り
郷

土
を
救
っ
た
恩
人
（
柏

木
浅
右
衛
門
）
あ
り
、

で
深
い
感
銘
を
覚
え
た

次
第
で
す
。

こ
の
時
代
に
登
場
す

る
人
物
は
、
江
戸
時
代

と
い
う
厳
し
い
社
会
情

勢
の
中
、
涙
ぐ
ま
し
い

努
力
を
重
ね
、
私
達
の

暮
ら
し
を
守
っ
て
こ
ら

れ
た
方
が
た
で
す
。

私
は
今
改
め
て
、

先
覚
者
達
の
生
き
ざ

ま
に
触
れ
、
学
ぶ
こ

と
に
よ
り
、
郷
土
へ

の
愛
着
を
深
め
、
自

己
を
見
直
し
、
よ
り

豊
か
な
郷
土
の
発
展

へ
と
つ
な
げ
た
ら
と

思
っ
た
次
第
で
す
。

萩
原

　

青
山　

善
樹

平成１７年も１ヶ月が過ぎようとしていますが、
いかがお過ごしでしょうか。
昨年は、台風、地震、津波と自然の驚異を見
せつけられた１年でした。今年は、穏やかな年
であって欲しいと願っています。
議会だよりも 100号を迎え、より一層「読み
やすく、わかりやすい内容に」と毎回、工夫を
重ねてきています。
今期の広報委員による編集作業も今号で終わ
りとなり、次号からは新しい委員会体制となり
ます。引き続きご愛読いただきますようよろし
くお願いします。

議会広報特別委員会
西岡　佳奈子　　辻村　仁志
中村　性一　　　金�　昭仁
清水　正巳　　　楠　　新一
天満　滋明
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� 11 月 14日、23日　2日間の熱戦�
　　　
優勝 内原少年野球クラブ
2位 志賀少年野球クラブ
3位 比井マリン少年野球クラブ

皆
さ
ま
の
ご
意
見
を
 

　
お
ま
ち
し
て
い
ま
す
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